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８月３日　水辺の教室開催

＝
主
な
記
事
＝

　蒸し暑い日でしたが、水の中はかなり冷たかったです。
貴重な水生生物の子どもにも出会えました！
　蒸し暑い日でしたが、水の中はかなり冷たかったです。
貴重な水生生物の子どもにも出会えました！



　

任
期
満
了
に
よ
る
新
庄
村
農
業
委

員
会
委
員
の
任
命
式
を
７
月
20
日

（
月
）
に
行
い
ま
し
た
。

　

任
命
式
後
の
農
業
委
員
会
総
会
で

は
、
会
長
及
び
会
長
職
務
代
理
者
を

選
任
。
農
業
委
員
会
が
農
地
利
用
最

適
化
の
た
め
の
活
動
の
推
進
の
た
め

委
嘱
す
る
新
庄
村
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
３
名
の
選
任
を
行
い
ま
し

た
。

　

委
員
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
農
業
委
員

　

会
長

　
　

石　

藤　

勝　

美

　

会
長
職
務
代
理
者

　
　

清　

川　

秀　

夫

　

委
員

　
　

深　

井　

英　

俊

　
　

坂　

本　

茂　

樹

　
　

前　

田　

美　

子

　
　

髙　

島　

昌　

司

■
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
　

佐　

藤　

浩　

士

　
　

竹　

本　

康　

紀

　
　

岩　

佐　

隆　

志

※
任
期
は
両
委
員
と
も
に
、
令
和
２

年
７
月
20
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

（
農
業
委
員
会
事
務
局　

竹
本
）

　

７
月
30
日
（
木
）
、
新
庄
村
土
管

理
セ
ン
タ
ー
産
業
振
興
部
会
（
通

称
：
農
業
活
性
化
委
員
会
）
を
開
催

し
ま
し
た
。　
　

　

第
二
期
の
２
年
目
と
な
る
本
委
員

会
で
は
、
「
儲
か
る
農
業
の
実
現
」

を
テ
ー
マ
に
10
年
、
20
年
先
の
新
庄

村
の
農
業
を
持
続
可
能
な
も
の
と
し

て
い
く
た
め
、

①
『
農
業
法
人
組
織
の
設
立
』

②
『
若
手
農
業
者
等
の
グ
ル
ー
プ

化
』

③
『
農
地
の
利
用
集
積
』

以
上
を
重
点
課
題
と
位
置
づ
け
協
議

を
行
っ
て
い
く
事
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど

を
参
考
に
新
庄
村
の
農
業
が
持
続
可

能
な
も
の
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

（
産
業
建
設
課　

竹
本
）

　

７
月
29
日
（
水
）
、
林
業
活
性
化

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
る
景
気
の
冷
え
込
み
に
伴
い
、

住
宅
需
要
の
減
少
等
で
木
材
加
工
場

の
受
入
が
抑
制
さ
れ
、
市
場
で
は
原

木
が
山
積
み
状
態
に
な
り
、
木
材
価

格
は
下
落
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
状
況
を
踏
ま
え
、
活
性
化

委
員
会
で
は
山
元
に
お
金
を
よ
り
多

く
還
元
す
る
仕
組
み
の
検
討
や
、
間

伐
施
業
の
重
要
性
等
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

　

村
の
林
業
の
発
展
の
た
め
、
ま
た

次
世
代
に
よ
り
良
い
形
で
林
業
を
引

き
継
ぐ
た
め
、
今
後
も
施
策
の
検
討

を
重
ね
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

（
産
業
建
設
課　

柴
田
） （総務企画課　中山）

　８月６日（木）、第２回新庄村役場庁舎整備検討委員会の前に、役場庁舎整備検討委員会委
員と村議会議員の合同で、今後の庁舎整備の参考とするため、真庭市にご協力いただき、真庭
市役所美甘振興局庁舎（平成１６年２月完成）を視察しました。
　現地では、庁舎の構造（木造一部鉄筋コンク
リート造３階建て）や各施設・機能、建設費など
について、真庭市職員の方から説明を受けまし
た。庁舎は内外装ともに地元産の木材を用いて
おり、木の温もりが感じられるつくりとなってい
ました。

真庭市役所美甘振興局庁舎を視察しました

新庁舎整備に関する情報は、今後も広報誌に掲載していく予定です。

　８月６日（木）、役場創生センター３階大会議室において第２回新庄村役場庁舎整備検討委
員会を開催しました。

【主な協議事項】
　①新庁舎整備に関する住民アンケートの結果報告
　　　７月中旬に実施した住民アンケートの結果を報告しました。
　　　アンケート結果から、住民の方は「災害に対応できる機能」、「どのような方にも使いや
すいバリアフリーな設計と機能」、そして「窓口の集約」を求めていることが分かりました。

　　　住民アンケートの結果については、地区回覧を行うとともに、役場のホームページに掲載
します。

　②新庁舎建設基本計画（案）の検討
　　　新庁舎建設基本計画は、現庁舎の問題点、新庁舎の整備位置や設備・機能、そして整
備にあたっての「基本理念」など、新庁舎整備の全体構想を定める重要な計画です。

　　　この基本計画は８月末までに策定する予定ですが、現時点での案について検討を行いま
した。基本計画には、住民アンケートで頂いたご意見を反映させる予定です。

　③新庁舎整備位置の比較検討
　　　整備候補地について、新庄村政策アドバ
イザーで（株）佐川旭建築研究所の佐川旭
先生に、それぞれのメリット・デメリットなど
の比較検討資料を作成していただき、検討
を行いました。

　　　今後、８月下旬に開催予定の次回委員会
において候補地を決定し、村長に答申する
予定です。

第２回新庄村役場庁舎整備検討委員会を開催しました

農
業
活
性
化
委
員
会

農
業
委
員
及
び
農
地
利
用

    

最
適
化
推
進
委
員
改
選

林
業
活
性
化
委
員
会
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７
月
３
日
（
金
）
、
農
業
委
員
及

び
転
作
確
認
委
員
の
ご
協
力
に
よ
り
、

村
内
全
域
の
転
作
農
地
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
農

家
の
方
が
立
て
札
の
内
容
ど
お
り
転

作
作
物
を
生
産
栽
培
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

ご
理
解
、
ご
協
力
を
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

主
な
転
作
作
物
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

農
地
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
ん
な

質
問
で
も
結
構
で
す
の
で
、
お
近
く

の
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
員
ま
た
は
役
場
産
業
建
設
課
（
農

業
委
員
会
・
農
業
再
生
協
議
会
事
務

局
）
ま
で
お
気
軽
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

（
農
業
再
生
協
議
会
事
務
局　

竹
本
）

  　

７
月
11
日
（
土
）
午
後
７
時
45
分

か
ら
、
ほ
た
る
観
察
会
を
行
い
、
小

学
生
と
そ
の
ご
家
族
な
ど
た
く
さ
ん

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
小
学
生
に

分
か
り
や
す
い
よ
う
に
イ
ラ
ス
ト
や

シ
ー
ル
を
使
っ
て
ホ
タ
ル
の
見
分
け

方
シ
ー
ト
を
作
成
し
た
り
、
ク
イ
ズ

に
答
え
た
り
し
な
が
ら
楽
し
く
学
習

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
御
鴨
神
社
の
参
道
に

移
動
し
て
観
察
会
を
行
い
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
あ
ま
り
多
く
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
チ
カ
ッ
チ
カ
ッ

と
光
る
ホ
タ
ル
に
「
あ
っ
、
み
え

た
！
」
と
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

「
何
ボ
タ
ル
で
し
ょ
う
？
」
の
問
い

か
け
に
、
光
り
方
と
住
ん
で
い
る
場

所
で
ち
ゃ
ん
と
ホ
タ
ル
の
種
類
が
分

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

観
察
会
を
通
し
て
ホ
タ
ル
が
暮
ら

し
て
い
る
川
の
こ
と
や
山
の
事
を
ち

ょ
っ
と
気
に
か
け
て
も
ら
え
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
総
務
企
画
課　

辻
）

　

７
月
16
日
（
木
）
、
伊
原
木
隆
太

県
知
事
が
県
民
と
直
接
対
話
す
る

「
知
事
と
一
緒
に
生
き
活
き
ト
ー

ク
」
（
県
主
催
）
が
、
「
新
庄
宿　

須
貝
邸
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
テ
ー
マ
は
「
地
域
の
魅
力

に
つ
い
て
考
え
る
」
で
、
村
か
ら
は

水
路
珈
琲
（
コ
ー
ヒ
ー
）
代
表
の
竹

内
裕
治
さ
ん
、
６
月
末
で
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
卒
業
し
、
村
内
で
起
業

し
た
珠
玉
（
し
ゅ
ぎ
ょ
く
）
代
表
の

栃
澤
ま
ど
か
さ
ん
、
（
株
）
Ｆ
ｕ
ｌ

ｌ
ｂ
ａ
ｃ
ｋ
社
員
の
坂
本
浩
士
さ
ん
、

真
庭
市
か
ら
は
、
ｈ
ｉ
ｔ
ｏ
ｓ
ａ
ｊ

ｉ
（
ひ
と
さ
じ
）
代
表
の
村
尾
佐
紀

子
さ
ん
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
カ
レ
ン
代
表
の
櫻
井
彩
子
さ
ん
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
村
の
水
資
源
の

豊
か
さ
に
関
す
る
発
言
や
、
副
業
や

移
住
な
ど
に
関
す
る
県
へ
の
支
援
の

要
望
が
あ
り
、
知
事
は
、
「
県
と
し

て
も
様
々
な
取
組
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
応
じ
て
い
ま
し
た
。

（
総
務
企
画
課　

中
山
）

 

　

７
月
17
日
（
金
）
、
令
和
２
年
度

の
公
民
館
長
杯
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
ふ
れ
あ
い
公
園
で
開
催

し
ま
し
た
。
７
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
参

加
さ
れ
た
27
人
の
選
手
が
、
「
ナ
イ

ス
シ
ョ
ッ
ト
」
な
ど
と
声
を
掛
け
合

い
な
が
ら
、
仲
間
と
と
も
に
爽
や
か

な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

８
ホ
ー
ル
、
２
ラ
ウ
ン
ド
の
総
打

数
で
順
位
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
優

勝
に
は
滝
川
生
夫
さ
ん
▽
準
優
勝
に

は
永
嶋
茂
樹
さ
ん
▽
３
位
に
は
牧
野

好
正
さ
ん
が
輝
き
、
石
倉
須
美
江
公

民
館
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
は
汗
が
に
じ
む
よ

う
な
暑
さ
に
も
負
け
ず
、
快
音
を
響

か
せ
、
５
人
の
方
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
を
達
成
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
度
も

ふ
る
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
教
育
委
員
会　

小
泉
）
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業　者　名 落札価格（契約金額）

（有）中山重機 4,600千円（5,060千円）

工 事 等 入 札 結 果
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７
月
３
日
（
金
）
、
農
業
委
員
及

び
転
作
確
認
委
員
の
ご
協
力
に
よ
り
、

村
内
全
域
の
転
作
農
地
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
農

家
の
方
が
立
て
札
の
内
容
ど
お
り
転

作
作
物
を
生
産
栽
培
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

ご
理
解
、
ご
協
力
を
心
よ
り
感
謝
申
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上
げ
ま
す
。

　

主
な
転
作
作
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は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

農
地
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こ
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て
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ど
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質
問
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も
結
構
で
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の
で
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お
近
く

の
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
員
ま
た
は
役
場
産
業
建
設
課
（
農

業
委
員
会
・
農
業
再
生
協
議
会
事
務

局
）
ま
で
お
気
軽
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

（
農
業
再
生
協
議
会
事
務
局　

竹
本
）

  　

７
月
11
日
（
土
）
午
後
７
時
45
分

か
ら
、
ほ
た
る
観
察
会
を
行
い
、
小

学
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と
そ
の
ご
家
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な
ど
た
く
さ
ん
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参
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あ
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し
た
。
小
学
生
に

分
か
り
や
す
い
よ
う
に
イ
ラ
ス
ト
や

シ
ー
ル
を
使
っ
て
ホ
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シ
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ク
イ
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え
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が
ら
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学
習

し
ま
し
た
。

　

そ
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は
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御
鴨
神
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の
参
道
に

移
動
し
て
観
察
会
を
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し
た
。
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が
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ま
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見
ら
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ま
せ
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で
し
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が
、
チ
カ
ッ
チ
カ
ッ

と
光
る
ホ
タ
ル
に
「
あ
っ
、
み
え

た
！
」
と
声
が
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が
っ
て
い
ま
し
た
。

「
何
ボ
タ
ル
で
し
ょ
う
？
」
の
問
い

か
け
に
、
光
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で
い
る
場

所
で
ち
ゃ
ん
と
ホ
タ
ル
の
種
類
が
分

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

観
察
会
を
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し
て
ホ
タ
ル
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暮
ら

し
て
い
る
川
の
こ
と
や
山
の
事
を
ち

ょ
っ
と
気
に
か
け
て
も
ら
え
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
総
務
企
画
課　

辻
）

　

７
月
16
日
（
木
）
、
伊
原
木
隆
太

県
知
事
が
県
民
と
直
接
対
話
す
る

「
知
事
と
一
緒
に
生
き
活
き
ト
ー

ク
」
（
県
主
催
）
が
、
「
新
庄
宿　

須
貝
邸
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
テ
ー
マ
は
「
地
域
の
魅
力

に
つ
い
て
考
え
る
」
で
、
村
か
ら
は

水
路
珈
琲
（
コ
ー
ヒ
ー
）
代
表
の
竹

内
裕
治
さ
ん
、
６
月
末
で
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
卒
業
し
、
村
内
で
起
業

し
た
珠
玉
（
し
ゅ
ぎ
ょ
く
）
代
表
の

栃
澤
ま
ど
か
さ
ん
、
（
株
）
Ｆ
ｕ
ｌ

ｌ
ｂ
ａ
ｃ
ｋ
社
員
の
坂
本
浩
士
さ
ん
、

真
庭
市
か
ら
は
、
ｈ
ｉ
ｔ
ｏ
ｓ
ａ
ｊ

ｉ
（
ひ
と
さ
じ
）
代
表
の
村
尾
佐
紀

子
さ
ん
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
カ
レ
ン
代
表
の
櫻
井
綾
子
さ
ん
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
村
の
水
資
源
の

豊
か
さ
に
関
す
る
発
言
や
、
副
業
や

移
住
な
ど
に
関
す
る
県
へ
の
支
援
の

要
望
が
あ
り
、
知
事
は
、
「
県
と
し

て
も
様
々
な
取
組
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
応
じ
て
い
ま
し
た
。

（
総
務
企
画
課　

中
山
）

 

　

７
月
17
日
（
金
）
、
令
和
２
年
度

の
公
民
館
長
杯
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
ふ
れ
あ
い
公
園
で
開
催

し
ま
し
た
。
７
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
参

加
さ
れ
た
27
人
の
選
手
が
、
「
ナ
イ

ス
シ
ョ
ッ
ト
」
な
ど
と
声
を
掛
け
合

い
な
が
ら
、
仲
間
と
と
も
に
爽
や
か

な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

８
ホ
ー
ル
、
２
ラ
ウ
ン
ド
の
総
打

数
で
順
位
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
優

勝
に
は
滝
川
生
夫
さ
ん
▽
準
優
勝
に

は
永
嶋
茂
樹
さ
ん
▽
３
位
に
は
牧
野

好
正
さ
ん
が
輝
き
、
石
倉
須
美
江
公

民
館
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
は
汗
が
に
じ
む
よ

う
な
暑
さ
に
も
負
け
ず
、
快
音
を
響

か
せ
、
５
人
の
方
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
を
達
成
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
度
も

ふ
る
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
教
育
委
員
会　

小
泉
）

 　

  

飼
料
作
物 

約　

 　

29 

ha

　

  

野
菜 

約 　
　

11 

ha

　

  

大
豆 

約 

２
・
３ 

ha

　

  

加
工
米 

約 

８
・
８ 

ha

　

  

花
き 

約 

０
・
７ 

ha

　

  

そ
ば 

約 

１
・
４ 

ha

入　札　日

令和2年7月30日

工　　期

令和2年11月30日

事　業　名

林道平谷線改良工事

業　者　名 落札価格（契約金額）

（有）中山重機 4,600千円（5,060千円）

工 事 等 入 札 結 果

公
民
館
長
杯
親
睦

 
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

転
作
現
地
確
認

ほ
た
る
観
察
会

「
知
事
と
一
緒
に
生
き
活
き

ト
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

（4）令和2年8月20日発行第462号 広 報 新 庄（5）令和2年8月20日発行 第462号広 報 新 庄



（6）令和2年8月20日発行第462号 広 報 新 庄（7）令和2年8月20日発行 第462号広 報 新 庄

８
月
の
納
税

村
県
民
税　
　

（
２
期
）

国
保
税　
　
　

（
３
期
）

　
　

納
期
限　

８
月
31
日
（
月
）

年  

金  

相  

談

　
11
月
15
日
（
日
）
に
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
「
ふ
る
さ
と
文
化

祭
」
を
中
止
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
国
的
に
再
拡

大
す
る
中
、
出
演
者
や
出
品
者
、
ス

タ
ッ
フ
等
の
関
係
者
の
安
全
を
最
優

先
す
る
た
め
で
す
。

　
開
催
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆

様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
　
小
泉
）

死
亡
届　
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
令
和
２
年
７
月
５
日

　

安
達　

光
子
（
82
歳
）

　

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

　

９
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

日
　
時

　

９
月
10
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

　

９
月
24
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

場
　
所

　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　

津
山
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

0
8
6
8
･
3
1
･
2
3
6
0

　

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し

　
　

た
ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番

　
　

を
押
し
て
下
さ
い
。

　

※
相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

　
　

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願

　
　

い
し
ま
す
。

　

※
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

　
　

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、

　
　

保
険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

　
　

さ
い
。
ま
た
、
代
理
の
場
合
は

　
　

委
任
状
が
必
要
で
す
。

　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

　
　

大
の
状
況
に
よ
り
、
中
止
す
る

　
　

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
の

　
　

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

　
　

す
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

《
戸
籍
の
動
き
》

令
和
２
年
７
月
受
付
分

６月期の交通事故発生状況
村　　内

区　分
6月期 6月期 本年の累計本年の累計

真庭市内

0

0

0

0

件  数

死  者

重  傷

軽  傷

件

人

人

人

件

人

人

人

0

0

0

0

3

0

1

3

17

0

3

15

事　
　

故

（総務企画課　中川）

日
時

　

令
和
２
年
10
月
４
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所

　

津
山
公
証
役
場

　
　

津
山
市
紺
屋
町
１

　
　

モ
ス
ト
21
ビ
ル
２
階

内
容

　

遺
言
、
任
意
後
見
契
約
、
離
婚
給

付
等
契
約
（
養
育
費
、
慰
謝
料
等
）

な
ど
の
公
正
証
書
作
成
に
関
す
る
相

談そ
の
他

・
要
予
約

　

10
月
２
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で

　

予
約
が
必
要

・
予
約
連
絡
先

　

津
山
公
証
役
場

　

電
話
０
８
６
８
‐
２
２
‐
５
３
１
０

・
当
日
は
相
談
の
み
で
、
公
正
証
書

　

の
作
成
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

養
育
費
に
関
す
る
電
話
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
養
育
費
で
お
困
り
の

方
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

共
催

　

岡
山
県
司
法
書
士
会

　

岡
山
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

日
時

　

令
和
２
年
９
月
12
日
（
土
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

電
話
番
号

　

０
１
２
０
‐
５
６
７
‐
３
０
１

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

相
談
無
料
。
秘
密
厳
守
。
予
約
不

要
。

担
当
者　
　

山
本
裕
幸

問
い
合
わ
せ
先
電
話

　

０
８
６
‐
２
２
４
‐
２
０
１
０

日
時

　

令
和
２
年
10
月
５
日
（
月
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

訓
練
科

　

電
気
設
備
科
、
木
造
建
築
・
再
生

　

科
、
木
工
・
デ
ザ
イ
ン
科

対
象

　

入
校
希
望
の
方
及
び
訓
練
に
関
心

　

の
あ
る
方

申
込
期
間

　

９
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

〜
９
月
30
日
（
水
）

　

北
部
高
等
技
術
専
門
学
校
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
用
紙
を
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
し
て
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
。
電
話
で
も
可
。

問
合
せ
先

　

岡
山
県
立
北
部
高
等
技
術
専
門

　

学
校　

津
山
市
川
崎
９
５
３

　

電
話

　
　

０
８
６
８
‐
２
６
‐
１
１
２
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　

０
８
６
８
‐
２
６
‐
５
２
９
４

ふ
る
さ
と
文
化
祭

　
　
　
中
止
の
お
知
ら
せ

公
正
証
書
作
成
無
料
休
日

相
談
会
の
開
設
に
つ
い
て

北
部
高
等
技
術
専
門
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
お
知
ら
せ

「
全
国一斉
　
司
法
書
士
に
よ

る
手
続
支
援
の
た
め
の
養
育

費
相
談
会
」開
催
の
お
知
ら
せ

新庄村職員採用試験を実施します
試  験  日：令和２年９月２０日（日）　　試験会場：新庄村役場
受付期間：７月２７日（月）～８月３１日（月）
試験案内、申込書の配布場所：新庄村役場総務企画課
　

試験職種

一般事務（初級）

採用予定人員

若干名

受験資格
昭和５５年４月２日以降に生まれ、令和３年３月までに
高等学校を卒業した者及び卒業する見込みの者

令和３年４月採用

※新庄村のホームページからダウンロードできます
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８
月
の
納
税

村
県
民
税　
　

（
２
期
）

国
保
税　
　
　

（
３
期
）

　
　

納
期
限　

８
月
31
日
（
月
）

年  

金  

相  

談

　
11
月
15
日
（
日
）
に
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
「
ふ
る
さ
と
文
化

祭
」
を
中
止
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
国
的
に
再
拡

大
す
る
中
、
出
演
者
や
出
品
者
、
ス

タ
ッ
フ
等
の
関
係
者
の
安
全
を
最
優

先
す
る
た
め
で
す
。

　
開
催
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆

様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
　
小
泉
）

死
亡
届　
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
令
和
２
年
７
月
５
日

　

安
達　

光
子
（
82
歳
）

　

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

　

９
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

日
　
時

　

９
月
10
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

　

９
月
24
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

場
　
所

　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　

津
山
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

0
8
6
8
･
3
1
･
2
3
6
0

　

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し

　
　

た
ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番

　
　

を
押
し
て
下
さ
い
。

　

※
相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

　
　

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願

　
　

い
し
ま
す
。

　

※
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

　
　

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、

　
　

保
険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

　
　

さ
い
。
ま
た
、
代
理
の
場
合
は

　
　

委
任
状
が
必
要
で
す
。

　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

　
　

大
の
状
況
に
よ
り
、
中
止
す
る

　
　

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
の

　
　

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

　
　

す
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

《
戸
籍
の
動
き
》

令
和
２
年
７
月
受
付
分

６月期の交通事故発生状況
村　　内

区　分
6月期 6月期 本年の累計本年の累計

真庭市内

0

0

0

0

件  数

死  者

重  傷

軽  傷

件

人

人

人

件

人

人

人

0

0

0

0

3

0

1

3

17

0

3

15

事　
　

故

（総務企画課　中川）

日
時

　

令
和
２
年
10
月
４
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所

　

津
山
公
証
役
場

　
　

津
山
市
紺
屋
町
１

　
　

モ
ス
ト
21
ビ
ル
２
階

内
容

　

遺
言
、
任
意
後
見
契
約
、
離
婚
給

付
等
契
約
（
養
育
費
、
慰
謝
料
等
）

な
ど
の
公
正
証
書
作
成
に
関
す
る
相

談そ
の
他

・
要
予
約

　

10
月
２
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で

　

予
約
が
必
要

・
予
約
連
絡
先

　

津
山
公
証
役
場

　

電
話
０
８
６
８
‐
２
２
‐
５
３
１
０

・
当
日
は
相
談
の
み
で
、
公
正
証
書

　

の
作
成
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

養
育
費
に
関
す
る
電
話
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
養
育
費
で
お
困
り
の

方
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

共
催

　

岡
山
県
司
法
書
士
会

　

岡
山
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

日
時

　

令
和
２
年
９
月
12
日
（
土
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

電
話
番
号

　

０
１
２
０
‐
５
６
７
‐
３
０
１

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

相
談
無
料
。
秘
密
厳
守
。
予
約
不

要
。

担
当
者　
　

山
本
裕
幸

問
い
合
わ
せ
先
電
話

　

０
８
６
‐
２
２
４
‐
２
０
１
０

日
時

　

令
和
２
年
10
月
５
日
（
月
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

訓
練
科

　

電
気
設
備
科
、
木
造
建
築
・
再
生

　

科
、
木
工
・
デ
ザ
イ
ン
科

対
象

　

入
校
希
望
の
方
及
び
訓
練
に
関
心

　

の
あ
る
方

申
込
期
間

　

９
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

〜
９
月
30
日
（
水
）

　

北
部
高
等
技
術
専
門
学
校
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
用
紙
を
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
し
て
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
。
電
話
で
も
可
。

問
合
せ
先

　

岡
山
県
立
北
部
高
等
技
術
専
門

　

学
校　

津
山
市
川
崎
９
５
３

　

電
話

　
　

０
８
６
８
‐
２
６
‐
１
１
２
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　

０
８
６
８
‐
２
６
‐
５
２
９
４

ふ
る
さ
と
文
化
祭

　
　
　
中
止
の
お
知
ら
せ

公
正
証
書
作
成
無
料
休
日

相
談
会
の
開
設
に
つ
い
て

北
部
高
等
技
術
専
門
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
お
知
ら
せ

「
全
国一斉
　
司
法
書
士
に
よ

る
手
続
支
援
の
た
め
の
養
育

費
相
談
会
」開
催
の
お
知
ら
せ

新庄村職員採用試験を実施します
試  験  日：令和２年９月２０日（日）　　試験会場：新庄村役場
受付期間：７月２７日（月）～８月３１日（月）
試験案内、申込書の配布場所：新庄村役場総務企画課
　

試験職種

一般事務（初級）

採用予定人員

若干名

受験資格
昭和５５年４月２日以降に生まれ、令和３年３月までに
高等学校を卒業した者及び卒業する見込みの者

令和３年４月採用

※新庄村のホームページからダウンロードできます
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知っていますか？建退共制度
　建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づき建設現場労働者の福祉の増進と建設
業を営む中小企業の振興を目的として設立された退職金制度です。
　建退共制度は、事業主の方々が、労働者の働いた日数に応じて掛金となる共済証紙
を共済手帳に貼り、その労働者が建設業界で働くことをやめたときに建退共から退職
金を支払う制度です。

　　　　　　　　　加入できる事業主：建設業を営む方
　　　　　　　　　対象となる労働者：建設業の現場で働く人
　　　　　　　　　掛金：日額310円

◆特徴
　・国の制度なので安全、確実、申込手続きは簡単です。
　・経営事項審査で加点評価の対象となります。
　・掛金の一部は国が助成します。
　・掛金は事業主負担となりますが、法人は損金、個人では必要経費として扱われ、
　　税法上全額非課税となります。
　・事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計算されます。

◆建退共制度の特例設置のお知らせ
　建退共では、地震等により災害救助方が適用された皆様に対し、各種手続の特例設
置を実施しています。

◆建退共から事業主の皆様へのお願い
　・共済証紙は、労働者の就労日数に応じて適正に貼付してください。
　・「建設業退職金共済手帳」を所持している労働者が、建設業界を引退するとき
　　は、忘れずに退職金を請求するよう指導してください。

　ホームページ「建退共」に、制度説明用動画、Ｑ＆Ａなど建退共制度の情報が掲載
されていますので、ぜひアクセスしてご覧ください。

　問合せ：独立行政法人　勤務者退職金共済機構　建退共岡山支部
　　　　【電話】０８６‐２２５‐４１３３

　公益財団法人 人権教育啓発推進センターでは、アイヌの方々の悩みをお受けするフリーダイ
ヤルを開設しております。
　嫌がらせ、差別、プライバシー侵害などのご相談もお受けします。お気軽にご相談くださ
い。
　〇相談は無料です
　〇匿名でもかまいません
　〇秘密は厳守します

受付
　月曜日～金曜日　(※祝日、12月29日～1月3日を除く)
時間
　午前9時～午後5時
相談専門電話(無料)
　アイヌの方々のための相談専用　0120-771-208

お問合わせ先
　公益財団法人　人権教育啓発推進センター
　〒105-0012　東京都港区芝大門2-10-12　KDX芝大門ビル4階
　FAX　03-5777-1803　

　※この相談事業は、(公財)人権教育啓発推進センターが、厚生労働省の生活相談充実事業に
　　より実施するものです。

知っていますか？建退共制度

◆お申し込みは、最寄りのハローワークでご相談のうえ、ご応募ください。
◆問い合わせ先：岡山県北部高等技術専門校　０８６８－２６－１１２５

募 集 訓 練 科 名

募 集 期 間

訓 練 期 間

試 験 日

訓 練 場 所

対　 象 　者

定 員

受 講 料

Ｗｅｂサイト制作科

令和２年８月３１日（月）～令和２年１０月８日（木）

令和２年１１月５日（木）～令和３年４月２日（金）

令和２年１０月１３日（火）

津山文化センター　　津山市山下６８

求職中の方

１５名

無料（教材費などは別途必要）

北部高等技術専門校　訓練生募集内容

アイヌの方々からの様々なご相談をお受けしますアイヌの方々からの様々なご相談をお受けします
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知っていますか？建退共制度
　建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づき建設現場労働者の福祉の増進と建設
業を営む中小企業の振興を目的として設立された退職金制度です。
　建退共制度は、事業主の方々が、労働者の働いた日数に応じて掛金となる共済証紙
を共済手帳に貼り、その労働者が建設業界で働くことをやめたときに建退共から退職
金を支払う制度です。

　　　　　　　　　加入できる事業主：建設業を営む方
　　　　　　　　　対象となる労働者：建設業の現場で働く人
　　　　　　　　　掛金：日額310円

◆特徴
　・国の制度なので安全、確実、申込手続きは簡単です。
　・経営事項審査で加点評価の対象となります。
　・掛金の一部は国が助成します。
　・掛金は事業主負担となりますが、法人は損金、個人では必要経費として扱われ、
　　税法上全額非課税となります。
　・事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計算されます。

◆建退共制度の特例設置のお知らせ
　建退共では、地震等により災害救助方が適用された皆様に対し、各種手続の特例設
置を実施しています。

◆建退共から事業主の皆様へのお願い
　・共済証紙は、労働者の就労日数に応じて適正に貼付してください。
　・「建設業退職金共済手帳」を所持している労働者が、建設業界を引退するとき
　　は、忘れずに退職金を請求するよう指導してください。

　ホームページ「建退共」に、制度説明用動画、Ｑ＆Ａなど建退共制度の情報が掲載
されていますので、ぜひアクセスしてご覧ください。

　問合せ：独立行政法人　勤務者退職金共済機構　建退共岡山支部
　　　　【電話】０８６‐２２５‐４１３３

　公益財団法人 人権教育啓発推進センターでは、アイヌの方々の悩みをお受けするフリーダイ
ヤルを開設しております。
　嫌がらせ、差別、プライバシー侵害などのご相談もお受けします。お気軽にご相談くださ
い。
　〇相談は無料です
　〇匿名でもかまいません
　〇秘密は厳守します

受付
　月曜日～金曜日　(※祝日、12月29日～1月3日を除く)
時間
　午前9時～午後5時
相談専門電話(無料)
　アイヌの方々のための相談専用　0120-771-208

お問合わせ先
　公益財団法人　人権教育啓発推進センター
　〒105-0012　東京都港区芝大門2-10-12　KDX芝大門ビル4階
　FAX　03-5777-1803　

　※この相談事業は、(公財)人権教育啓発推進センターが、厚生労働省の生活相談充実事業に
　　より実施するものです。

知っていますか？建退共制度

◆お申し込みは、最寄りのハローワークでご相談のうえ、ご応募ください。
◆問い合わせ先：岡山県北部高等技術専門校　０８６８－２６－１１２５

募 集 訓 練 科 名

募 集 期 間

訓 練 期 間

試 験 日

訓 練 場 所

対　 象 　者

定 員

受 講 料

Ｗｅｂサイト制作科

令和２年８月３１日（月）～令和２年１０月８日（木）

令和２年１１月５日（木）～令和３年４月２日（金）

令和２年１０月１３日（火）

津山文化センター　　津山市山下６８

求職中の方

１５名

無料（教材費などは別途必要）

北部高等技術専門校　訓練生募集内容

アイヌの方々からの様々なご相談をお受けしますアイヌの方々からの様々なご相談をお受けします



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
令
和
２
年
度
に
計
画

し
て
い
る
事
業
が
相
次
い
で
中
止
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
幸
い
新
庄
村

内
で
の
感
染
者
は
な
く
、
近
隣
市
町

村
で
の
発
症
も
確
認
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
近
所
や
地
区
内
・
ク

ラ
ブ
内
で
の
見
守
り
声
か
け
活
動
で

あ
る
友
愛
訪
問
で
、
閉
じ
こ
も
り
や

孤
立
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

７
月
の
活
動

17
日　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
杯
ゲ

　
　
　

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
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名
）

17
日　

公
民
館
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

　
　
　

ゴ
ル
フ
大
会
（
27
名
）

第
38
回
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

　

会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
よ

う
や
く
令
和
２
年
度
の
事
業
実
施
で

す
。
当
初
の
予
定
は
雨
天
で
順
延
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
昨
年
よ

り
も
参
加
者
が
増
え
３
チ
ー
ム
に
編

成
し
て
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　

か
つ
て
は
盛
ん
だ
っ
た
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
も
次
第
に
縮
小
傾
向
に
あ
り
ま

し
た
が
、
２
年
連
続
で
新
た
な
愛
好

家
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
一
人
で
も
多
く
の
方
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
会
長
杯
で
あ
っ

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
左
記
の
事
業

が
中
止
又
は
変
更
と
な
り
ま
す
。

○
高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　
　
　
　

（
在
宅
方
式
に
変
更
）

○
真
庭
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー

　

ツ
大
会　
　
　
　
　
　

（
中
止
）

○
岡
山
県
総
合
社
会
福
祉
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
止
）

　

今
月
は
苔
玉
作
り
を
楽
し
み
ま
し

た
。
乾
燥
苔
に
し
っ
か
り
と
水
分
を

含
ま
せ
て
、
好
み
の
植
物
に
苔
を
巻

き
つ
け
て
作
り
ま
す
。
今
回
は
ギ
ボ

ウ
シ
、
水
引
草
、
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
、
ど

く
だ
み
、
モ
ミ
ジ
フ
ウ
ロ
ウ
、
ユ
キ

ノ
シ
タ
な
ど
を
準
備
し
ま
し
た
。
お

好
み
の
植
物
を
選
ん
で
も
ら
い
、
根

っ
こ
ご
と
苔
で
包
み
込
ん
で
、
糸
で

ぐ
る
ぐ
る
巻
い
て
固
定
し
て
い
き
ま

す
が
、
な
か
な
か
一
人
で
作
る
の
は

大
変
で
す
。
職
員
と
の
共
同
作
業
で

行
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
植
物
を

思
い
思
い
に
選
ん
で
作
ら
れ
た
苔
玉

は
と
て
も
素
敵
な
作
品
に
仕
上
が
り
、

さ
く
ら
の
里
の
窓
際
に
飾
っ
て
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

社
協
だ
よ
り

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

さ
く
ら
の
里
の
活
動
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社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　

５
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２
０
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１

　

梅
雨
も
明
け
て
暑
く
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
？
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
熱

中
症
対
策
に
つ
い
て
で
す
。

【
熱
中
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
】

　

気
温
や
湿
度
の
上
昇
に
よ
る
発
汗
で

体
内
の
水
分
と
塩
分
が
減
り
、
血
液
の

流
れ
が
悪
く
な
る
と
、
体
内
の
熱
を
空

気
中
に
逃
が
す
こ
と
が
で
き
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
体
温
が
上
昇
す
る
と
、
熱

に
よ
り
臓
器
が
機
能
し
に
く
く
な
っ
た

り
、
血
液
の
流
れ
の
悪
化
で
筋
肉
や
脳

に
血
液
が
う
ま
く
行
き
わ
た
ら
な
く
な

る
と
、
塩
分
不
足
に
よ
り
け
い
れ
ん
を

起
こ
し
た
り
、
酸
欠
に
よ
り
意
識
を
失

っ
た
り
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

【
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
時
期
】

・
五
月
の
暑
い
日

・
梅
雨
の
晴
れ
間

・
梅
雨
明
け

・
お
盆
明
け

【
熱
中
症
対
策
】　

・
こ
ま
め
な
水
分
摂
取

・
程
よ
い
塩
分
補
給

・
快
適
な
睡
眠
環
境
の
保
持

【
熱
中
症
予
防
の
た
め
の
食
事
】

　

夏
野
菜
の
き
ゅ
う
り
や
ナ
ス
な
ど
、

水
分
を
多
く
含
む
食
材
を
食
事
に
取
り

入
れ
る
の
が
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　

塩
分
に
つ
い
て
は
、
意
識
し
て
過
度

に
摂
取
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
お
米
を
は
じ

め
と
し
た
炭
水
化
物
を
し
っ
か
り
摂
取

す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。　
　

　

お
米
の
場
合
、
白
米
の
み
よ
り
、
大

麦
や
雑
穀
な
ど
を
加
え
る
と
、
食
物
繊

維
を
は
じ
め
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル

を
補
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
代
謝
を
よ
く
す
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
１
を
多
く
含
む
豚
肉
や
枝
豆
な
ど

摂
取
す
る
こ
と
も
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
は
、

食
事
の
消
化
・
栄
養
の
吸
収
を
促
し
て

く
れ
ま
す
。

【
マ
ス
ク
着
用
時
の
注
意
点
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
に
マ
ス
ク
着
用
が
定
着
し

ま
し
た
が
、
高
温
や
多
湿
と
い
っ
た
環

境
下
で
の
マ
ス
ク
着
用
は
、
熱
中
症
の

リ
ス
ク
が
高
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
の

で
、
屋
外
で
人
と
十
分
な
距
離
（
少
な

く
と
も
２
ｍ
以
上
）
が
確
保
で
き
る
場

合
に
は
、
マ
ス
ク
を
は
ず
す
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

以
上
の
こ
と
を
参
考
に
し
て
い
た
だ

い
て
、
熱
中
症
に
負
け
な
い
丈
夫
な
体

作
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

山
口
）

お
元
気
で
す
か
？
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　７月６日（月）、真庭警察署生活安全課の方を講師
にお迎えして、ネットモラル教室を行いました。
　昨年に続いて、全校児童を対象に、１年生から４年
生、５年生から中学生までの２つのグループに分かれ
ての実施でした。
　お話をもとに、身近に起こる可能性のあるネットト
ラブルについて考えました。自分がネットに関するト
ラブルや事件に巻き込まれないようにするための知識
や心構えをもつことが必要なことを学びました。
　インターネットは世界中とつながっており、一度出
てしまった情報を消すことは困難です。自分を大切に
すること、他の人を自分と同じように大切にすること
やルールを守ることなど、多くのことを学習すること
ができました。

（新庄小学校　熊谷）

　７月７日（火）に、新庄地区総体が行われました。もとも
とこの時期は、美作地区総体の開催が予定されていましたが、
新型コロナウイルスの影響で、中止になってしまいました。
そこで、生徒会執行部が校内で行う新庄地区総体を企画、運
営してくれました。
　種目はソフトテニス、卓球、バドミントンの３つで、ソフ
トテニスについては雨天のため、屋内のストラックアウト形
式で行われました。　　
　自分が普段やっているものとは違う種目もする
ことになっており、なれない種目に苦戦しつつも、
みんなで教えあいながら楽しそうに取り組む姿が
見られました。
　今回は、生徒会執行部が中心となって企画運営
したり、多くの生徒が朝早くから来て準備をして
くれたりするなど、生徒が主体的につくりあげる
大会になりました。校内外で多くの行事やイベン
トが中止になる中ですが、今後も生徒の創意と工夫が発揮される活動を行っていきたい
と思います。

（新庄中学校　河井）

小学校だより小学校だより ネットモラル教室ネットモラル教室

新庄地区総体が行われました新庄地区総体が行われました中学校だより中学校だより

～心と命の教育活動～
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